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設置の背景・概要　等

組織幹細胞、あるいはES細胞やiPS細胞などの多能性幹細胞を３次元的に特定の環境におくことで、さまざまな⽣体組織がもつ構造・機能の特性を保持した細
胞集団、すなわち「オルガノイド」として体外培養する技術が進んだ。
本講座はオルガノイド技術を順天堂⼤学内で広く共⽤可能な技術として提供する基盤を構築し、難治性ヒト疾患の病態研究モデル、あるいはこれらに対する再
⽣医療資源として利⽤する応⽤研究を進めることを⽬的として設置された。さらに実際に、腸、脳、膵組織オルガノイドを利⽤した先端研究を展開することで、難治
性消化器疾患、神経疾患、内分泌疾患の病態解明や再⽣治療開発において、世界をリードする研究展開を⽬指している。
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